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1980 年代半ば以降、日本の産業構造は経済変動により大きく変化してきた。この構造変

化は、地場産業、特に地方の近代的な地場産業にも影響を与えている。しかし、2000 年代

となり、地場産業に関する研究は減少傾向にあるようである。本論文では、高度経済成長期

に手袋の大量生産・輸出で栄えた香川県東かがわ地域の手袋製造業を取り上げている。その

背景には、以下の 2 点があると分析している。1 つは急激な経済成長後の生産・流通シス

テムの構造変化であり、もう 1 点はその時期における各社の事業活動の状況である。東か

がわ地域では、1950 年代以降、生産機能の海外移転、高付加価値生産の拡大、手袋関連製

品の拡大などのダイナミックな変化が続いてきた。この変化の背景には、ニクソンショック

や石油危機、消費者の高級手袋需要の高まりなどの社会的・経済的な理由もある。現在では、

地域の分業化を特徴とする国内生産の規模が縮小し、海外生産が大きな役割を果たすよう

になっている。一方で、新製品の企画・開発段階では、地域内企業と他地域企業との関係性

が強くなっている。そのため、企業内での地域間分業や他地域の企業との分業が進み、企業

ごとに経済状況に応じた個別の行動をとるようになってきました。東かがわ地域は、工業地

域としての統一性や機能に欠けているように思われる。しかし、本調査の結果から、このよ

うな地域では、技術・ノウハウの蓄積、熟練労働力の集積、原材料の調達のしやすさ、情報

交換のしやすさなど、集積経済の恩恵を受けていることが明らかになった。また、この調査

では、地域における手袋製造の長い歴史の中で培われた「信頼」と「根強い評価」の存在が

明らかになり、地域の企業に無形の価値を与えていることがわかった。このことは既存の研

究ではほとんど指摘されていない。このことが、東香川地域の産業存続の一つの原動力にな

るのではないかと筆者は考えている。 

 

 外的ショックに対する内需転換の重要性について学んだ。手袋製造業を中心としてい

た外的ショックの影響を受ける前と比べて、ショック後では手袋に付加価値を与える政策

が行われる一方、手袋から派生し、カバンや服など手袋の要素を残しながらより多方面へ事

業を拡大するような政策が見られている。このことからわかることとしては伝統産業品を

守る方法はその商品だけに固執するということだけではないということだ。伝統産業品の

姿かたちが変わってしまったっとしても、地元からの信頼を失わないような方法であるの

ならば、それは伝統産業品を守ることができたということになるのである。 


